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Ⅲ 調査結果の詳細分析（抜粋） 
 
１ 健康に関する意識と行動，対象者に関する健康・福祉の状況 
 
（１）健康に関する意識 
 
 
 
 

日ごろ，健康であると感じているかどうかきいたところ，「健康である」と答え

た人の割合は22.7％，「どちらかといえば健康である」は55.8％で，『健康である』

（＝「健康である」＋「どちらかといえば健康である」）人の割合は78.5％と，全

体の7 割を超えている。 

一方，「健康ではない」は6.6％，「どちらかといえば健康ではない」は13.9％

で，『健康ではない』（＝「健康ではない」＋「どちらかといえば健康ではない」）

人の割合は20.5％となっている。 

 

 
 

問６．日ごろ，健康であると感じていますか。あてはまるものを１つ選び，番号に○を

つけてください。 

【注】スムーズな分析記述を鑑み，調査設問の

記述順番について，一部前後しております。
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性別にみると，『健康である』人の割合は男性が75.1％，女性が80.9％となって

おり，若干ではあるが女性が男性を上回っている。 

性・年代別にみると，男性，女性ともに70 歳以上が他の年代を10 ポイント以上

下回っており，『健康でない』が約４割いる点が特徴的である。 
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（２）過去５年間における健康診断などの受診状況 

 

 

 

 

過去５年間における健康診断等への受診状況をみてみると，「定期的に受けてい

る」と答えた人の割合は，特定健診・特定保健指導（メタボ健診）が29.1％，がん

検診は12.5％，健康教室は3.3％となっている。 

また，『受診経験がある』（＝「定期的に受けている」＋「受けたことがある」）

人の割合は，特定健診・特定保健指導（メタボ健診）が51.3％，がん検診は38.6％，

健康教室は17.2％となっている。 

 

 

 

 

 

問４．あなたは，過去５年間に，以下のアからウまでの健康診断などを受けたことがあ

りますか。あてはまるものを選び，番号に○をつけてください。 
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性別にみると，『受診経験がある』人の割合は，「ア．特定健診・特定保健指導

（メタボ健診）」は男性が57.6％，女性は46.6％，「イ．がん検診」は男性が28.4％，

女性は45.2％，「ウ．健康教室」は男性が16.6％，女性は17.9％となっており，「イ．

がん検診」における女性の『受診経験がある』人の割合の高さが特徴的である。 

性・年代別に『受診経験がある』人についてみると，「ア．特定健診・特定保健

指導（メタボ健診）」について，男性は40 代と50 代では「定期的に受けている」

人が４割以上となっている。 

一方，女性は60 代まで年齢が高くなるにつれ『受診経験がある』人の割合も高

くなる傾向がみられる。 

「イ．がん検診」について，男性は年齢が高くなるにつれ『受診経験がある』人

の割合も高くなる傾向がみられる。一方，女性は50 代（58.2％）まで増加傾向で，

60 代以降は減少に転じている。 

「ウ．健康教室」について，『受診経験がある』人の割合は男性が70 歳以上

（29.1％），女性は60 代（30.8％）が最も高くなっている。 

全体的には，年代が低いほど「受けたことがない」と回答した人の割合は高い傾

向がみられる。 
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職業別にみると，「正社員，正職員」は「ア．特定健診・特定保健指導（メタボ

健診）」について『受診経験がある』人の割合が高いものの，「ウ．健康教室」は

「受けたことがない」と回答した人の割合が高くなっている。「家族従業者・家事

手伝い」，「常勤パートタイマー」，「専業主婦・主夫」は「イ．がん検診」につ

いて「受けたことがある」と回答した人の割合が高くなっているのが特徴的である。

「契約社員・派遣社員」，「臨時雇い・アルバイト」はいずれも「受けたことがな

い」と回答した人の割合が高くなっている。また，「学生」も「受けたことがない」

と回答した人の割合が高くなっている。なお，特定健診等については40 歳以上が

受診することとなっているため，「学生」の受診率は一般的な検診よりも低いと推

測される。 

 

 
 



 
- 30 -

（３）健康診断などを受診しない理由 

 

 

 

 

 

健康診断などを受診しない理由についてきいたところ，「健康診断などがあるこ

とや手続きも知っているが，受けていない」が34.6％で最も多く，次いで「健康診

断などがあることは知っているが，必要ない」（16.3％），「健康診断などがある

ことは知っているが，手続きがわからない」（15.0％），「健康診断などがあるこ

とを知らない」（11.1％）の順となっている。 

 

 

 
 

問４－１．（問４で１つでも「受けたことがない」と回答した方へ） 

健康診断などを受けない理由は何ですか。あてはまるものをすべて選び，番号に○をつ

けてください。 
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性別にみると，男性，女性ともに「健康診断などがあることや手続きも知ってい

るが，受けていない」の割合が最も高くなっている。次いで男性は，「健康診断な

どがあることは知っているが，手続きがわからない」（17.3％），「健康診断など

があることは知っているが，必要ない」（16.7％）の順となっているが，女性は「健

康診断などがあることは知っているが，必要ない」（16.1％），「健康診断などが

あることは知っているが，手続きがわからない」（13.3％）の順となっている。 

性・年代別にみると，男性の20 代と70 歳以上，女性の70 歳以上で「健康診断

などがあることは知っているが，必要ない」の割合が最も高くなっている以外は，

「健康診断などがあることや手続きも知っているが，受けていない」が最も高い。 

なお，「健康診断などがあることを知らない」と回答した人は，男性の20 代と

40 代，女性の20代で２割程度と高くなっている。 
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 受診していない健康診断などの種類別にみてみる。 

特定健診・特定保健指導（メタボ健診）」，「イ．がん検診」，「ウ．健康教室」

について，それぞれ「受けたことがない」と回答した人をみると，「健康診断など

があることや手続きも知っているが，受けていない」の割合が最も高く，次いで「健

康診断などがあることは知っているが，必要ない」，「健康診断などがあることは

知っているが，手続きがわからない」の順となっている。 
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健康に関する意識別にみると，『健康である』（＝「健康である」＋「どちらか

といえば健康である」）人はいずれも「健康診断などがあることは知っているが，

必要ない」の割合が「健康診断などがあることは知っているが，手続きがわからな

い」よりも高くなっている。 

一方，『健康ではない』（＝「どちらかといえば健康でない」＋「健康ではない」）

人は「健康診断などがあることは知っているが，必要ない」よりも「健康診断など

があることは知っているが，手続きがわからない」の方が高くなっているのが特徴

的である。 
    

 
 
 

  
 

 
 



 
- 34 -

（４）健康・医療・福祉に関する情報源 

 

 

 

 

健康・医療・福祉に関する情報をどこから（だれから）得ているかについてきい

たところ，「市政だより」が75.4％で最も多く，突出している。 

この他で割合が多くみられるのは「町内会などの回覧板・掲示板」（39.0％），

「テレビ，ラジオ，新聞，雑誌等」（35.5％），「友人，知人」および「市のパン

フレットやチラシ，ポスター等」（いずれも26.2％），「病院，薬局，福祉施設等」

（24.3％），「家族，親族」（23.0％）などの順となっている。 

なお，「特にない」と答えた人が4.7％みられる。 

 

 

問５．健康・医療・福祉に関する情報をどこから（だれから）得ていますか。あてはま

るものをすべて選び，番号に○をつけてください。 
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性別にみると，「友人，知人」については女性（29.6％）の方が男性（20.8％）

よりも10 ポイント近く上回っており，また，女性は「市のパンフレットやチラシ，

ポスター等」，「市・区社会福祉協議会の広報紙，パンフレット等」，「町内会な

どの回覧板・掲示板」，「公民館の案内掲示板，公民館だより」など，行政が提供

する情報が男性より高いのが特徴的である。 

性・年代別にみると，男性，女性ともに「市のパンフレットやチラシ，ポスター

等」，「市・区社会福祉協議会の広報紙，パンフレット等」，「町内会などの回覧

板・掲示板」，「公民館の案内掲示板，公民館だより」などから情報を得ている人

が，60 代以上で比較的高い割合となっている。 

一方，男性，女性ともに20 代は公的な情報源は低く，「家族，親族」が約４割

と高く，さらに，男性の20 代は「友人・知人」も高く，私的な情報源から情報を

得ている傾向が高い。また，20 代の男性は「インターネット（市のホームページ

など）」の割合が高いのも特徴的である。なお，70 歳以上では男女とも「病院・

薬局・福祉施設等」が他の年齢層より高くなっている。 
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（５）土日祝日や夜間の高熱に対する対応 
 

 

 

土日祝日や夜間に39 度を超える高熱が出た場合の対応については，「医療機関

には受診せず，様子をみる，または市販薬等で対応する」と答えた人が42.1％で最

も多く，次いで「急患診療センター・急患診療所を受診する」（25.6％），「土日

祝日や夜間に診療を行う最寄りの医療機関を受診する」（22.6％），「救急車を呼

ぶ」（6.5％）の順となっている。 
 

 
 

問７．あなたが土日祝日や夜間に，3 9  度を超える高熱が出た場合，どうしますか。あ

てはまるものを１つ選び，番号に○をつけてください。
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性別にみると，「医療機関には受診せず，様子をみる，または市販薬等で対応す

る」の割合は女性の方がやや高く，「急患診療センター・急患診療所を受診する」，

「土日祝日や夜間に診療を行う最寄りの医療機関を受診する」は男性の方がやや高

く，男性の方が医療機関を利用する傾向がうかがえる。 

性・年代別にみると，「医療機関には受診せず，様子をみる，または市販薬等で

対応する」は，男性の50 代，女性の20 代で多少前後するものの，概ね年代が高く

なるほど割合は低くなる傾向がみられる。なお，男性，女性ともに「救急車を呼ぶ」

が70 歳以上で２割以上と突出して高くなっている。 
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家族構成別にみると，いずれの世帯も「医療機関には受診せず，様子をみる，ま

たは市販薬等で対応する」の割合が最も高いが，２番目に高いのは「単身（同居人

はいない）」，「夫婦のみ」では「土日祝日や夜間に診療を行う最寄りの医療機関

を受診する」，「親と子の二世代」，「親と子と孫の三世代」では「急患診療セン

ター・急患診療所を受診する」となっている。 
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２ 近所関係と健康・福祉 
 

（１）近所との関係 
 
 
 
 

近所との関係についてきいたところ，「あいさつをする程度の人ならいる」と答

えた人の割合が29.7％で最も多く，次いで「立ち話をする程度の人ならいる」

（26.3％），「何か困ったときに助け合う親しい人がいる」（19.3％），「たまに

家を訪問しあう人がいる」（7.9％）の順となっている。なお，「ほとんど付き合

いはない」と答えた人は15.9％となっている。 
 

 
 

問1 0 ．ご近所の方との関係は，次のどれに近いですか。あてはまるものを１つ選び，

番号に○をつけてください。
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性別にみると，男性は「ほとんど付き合いはない」（18.4％），女性は「何か困

ったときに助け合う人がいる」（21.1％）が比較的高く，女性のほうが近所との関

係はうまくいっている状況がうかがえる。 

性・年代別にみると，「何か困ったときに助け合う親しい人がいる」と回答した

人は，男性の70歳以上（30.9％）が他の年代を大きく上回っている。一方，女性は

年代が高くなるほど「何か困ったときに助け合う親しい人がいる」と回答した人の

割合が高くなる傾向がみられる。男性の20 代と30 代，女性の20 代は「ほとんど

付き合いはない」が３割を超えており，若い年代は近所づきあいが希薄である。 
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居住年数別にみると，居住年数が短くなるほど「ほとんど付き合いはない」と回

答した人の割合は高くなる傾向がみられる。 

 

 

 

住居形態別にみると，「何か困ったときに助け合う親しい人がいる」と回答した

人は，「持ち家（一戸建て）」，「賃貸住宅（一戸建て）」の，いわゆる一戸建て

の人で４人に1 人程度の割合と高くなっている。一方，「賃貸住宅（アパート，マ

ンション）」と「社宅・寮」は「ほとんど付き合いはない」と回答した人が３割程

度みられる。 
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（２）近所づきあいの満足度 

 

 

 
 

今の近所づきあいの満足度をみると，「満足している」と答えた人の割合は15.7％，

「どちらかといえば満足している」は40.9％で，『満足している』（＝「満足して

いる」＋「どちらかといえば満足している」）人の割合は56.6％と，全体の過半数

を占めている。 

一方，「不満がある」は5.3％，「どちらかといえば不満がある」は13.3％で，

『不満がある』（＝「不満がある」＋「どちらかといえば不満がある」）人の割合

は18.6％となっている。なお，「どちらともいえない」と答えた人は24.0％となっ

ている。 

 
 

 
 
 

問1 1．今の近所づきあいに満足していますか。あてはまるものを１つ選び，番号に○

をつけてください。 
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性別にみると，『満足している』人の割合は，男性が54.9％，女性は57.6％で，

性別による差はほとんどみられない。 

性・年代別にみると，『満足している』人の割合は，男性が70 歳以上，女性は

60 代が最も高くなっている。男性，女性ともに20 代，30 代は「どちらともいえ

ない」が３割前後あり，付き合いの程度が若い年代では希薄であったことを考え合

わせると，当然の結果であろう。 

 

 

 

家族構成別にみると，『満足している』人は，「親と子と孫の三世代」が63.2％
で最も高く，次いで「親と子の二世代」(59.8％），「夫婦のみ」（55.8％）の順
となっている。

 



 
- 44 -

 

居住年数別にみると，『満足している』人の割合は，「20 年以上30 年未満」で

前後するものの，概ね居住年数が長くなるほど割合は高くなる傾向がみられる。 
 

 
 

 

住居形態別にみると，『満足している』人の割合は，「持ち家（一戸建て）」，

「賃貸住宅（一戸建て）」の，いわゆる一戸建ての人が，いずれも７割程度と高く

なっている。一方，「賃貸住宅（アパート，マンション）」（43.9％）は他に比べ

て15 ポイント以上下回っている。 
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（３）近所づきあいの今後の意向 
 
 
 
 
 

近所づきあいをしたいかどうかきいたところ，「したい」と答えた人の割合は

18.4％，「どちらかといえばしたい」は32.9％で，『近所づきあいしたい』（＝「し

たい」＋「どちらかといえばしたい」）人の割合は51.3％と，全体の過半数を占め

ている。一方，「したくない」は4.6％，「どちらかといえばしたくない」は16.3％

で，『近所づきあいしたくない』（＝「したくない」＋「どちらかといえばしたく

ない」）人の割合は20.9％となっている。なお，「どちらともいえない」と答えた

人は26.9％となっている。 
 

 
 

問1 2．近所づきあいをしたいとお考えですか。あてはまるものを１つ選び，番号に○

をつけてください。 
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（４）過去１年間における近所の人への協力について 
 
 
 
 
 

近所の人に対して，過去１年間の間に，どのような協力をしたことがあるかきい

たところ，「声かけや安否確認」が26.9％で最も多く，次いで「庭木の手入れや草

取り等の屋外の掃除」（9.5％），「ゴミだし」（9.4％）などの順となっている。 

なお，「したことがない」と答えた人が52.0％と，全体の過半数を占めている。 

 

 
 

問1 3．近所の人に対して，過去１年間の間に，どのような協力をしたことがあります

か。あてはまるものをすべて選び，番号に○をつけてください。 
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性別にみると，「声かけや安否確認」は女性がやや高く，「庭木の手入れや草取

り等の屋外の掃除」は，男性が高くなっている。 

性・年代別にみると，男性は70 歳以上，女性は60 代と70 歳以上で「声かけや

安否確認」の割合が最も高い。それ以外の年代では「したことがない」が最も高い

が，年代が高くなるほどその割合は低くなる傾向がみられる。また，男性の70 歳

以上は「庭木の手入れや草取り等の屋外の掃除」が，女性の30 代，40 代は「子ど

もの預かり」，「子育ての相談」が，それぞれ他の年代に比べて高くなっているの

が特徴的である。 
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家族構成別にみると，「親と子の二世代」と「親と子と孫の三世代」は「子ども

の預かり」と「子育ての相談」の割合が高くなっている。 
 

 
 

 

 

居住年数別にみると，「声かけや安否確認」と回答した人の割合は居住年数が長

くなるほど高くなる傾向がみられ，「30 年以上」は36.0％と最も高くなっている。 
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住居形態別にみると，「社宅・寮」で「子どもの預かり」（12.2％）と「子育て

の相談」（18.4％），「外出時（通院・行事など）の同行や送迎」（10.2％）と回

答した人の割合が，他の住居形態を大きく上回っている。 

また，「持ち家（一戸建て）」，「賃貸住宅（一戸建て）」の，いわゆる一戸建

ての人は，「声かけや安否確認」と「庭木の手入れや草取り等の屋外の掃除」の割

合が，それぞれ他の住居形態に比べて高くなっているのが特徴的である。 
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近所との関係別にみると，「何か困ったときに助け合う親しい人がいる」もしく

は「たまに家を訪問しあう人がいる」と回答した人は「声かけや安否確認」が，そ

の他はいずれも「したことがない」の割合が最も高くなっている。 
 

 
 

 

地域で行われている福祉活動のうち，「ふれあいネットワーク活動」の参加状況

別にみると，いずれの項目も「ふれあいネットワーク活動」の参加・認知度が高く

なるほど近所の人への協力経験も高くなる傾向がみられる。特に，「参加したこと

がある」と回答した人で，「声かけや安否確認」（70.7％）の割合が群を抜いて高

いのが特徴的である。 
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地域で行われている福祉活動のうち，「ふれあいサロン活動」の参加状況別にみ

ると，「ふれあいネットワーク活動」の参加状況別とほぼ同様に「ふれあいサロン

活動」の参加・認知度が高くなるほど，近所の人への協力経験も高くなる傾向がみ

られるが，「室内の掃除や食事づくり等の家事」と「子どもの預かり」は，最も参

加・認知度が高い「参加したことがある」と回答した人の割合が低くなっている。 
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（５）近所の人に対して，今後協力できること 
 

 

 

 

 

近所の人に対して，今後，あなたが協力できることがあるかどうかきいたところ，

「声かけや安否確認」が59.7％で最も多く，突出している。次いで「ゴミだし」

（25.7％），「電球の取替えなどの軽い作業」（18.6％），「買い物」（16.9％），

「庭木の手入れや草取り等の屋外の掃除」（14.2％）などの順となっている。なお，

「特にない」と答えた人は25.1％となっている。 
 

 

 

問1 4．近所の人に対して，今後，あなたが協力できることがありますか。あてはまる

ものをすべて選び，番号に○をつけてください。 
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性別にみると，男性は「電球の取替えなどの軽い作業」（27.1％），「庭木の手

入れや草取り等の屋外の掃除」（20.7％）が，女性の割合の約２倍となっている。 

一方，女性は「買い物」（21.4％），「子育ての相談」（13.3％），「子どもの

預かり」（12.2％）が男性の割合の約２倍になっており，男女で差がみられる。 

性・年代別にみると，男性，女性ともに20 代から40 代までは「子どもの預かり」

が比較的高い割合となっている。しかし，男性の30 代は「庭木の手入れや草取り

等の屋外の掃除」（5.7％）と回答している人の割合が他の年代を10 ポイント以上

下まわっている。また，女性の70 歳以上では，「庭木の手入れや草取り等の屋外

の掃除」を除くいずれの項目でも，60 代までに比べて割合が急激に低くなってい

るのが特徴的である。 

また，今後協力できることの性・年代別の特徴は，実際に協力したことと同じ傾

向を示しているが，割合は協力できることの方が高く，近所の人に協力する意向が

潜在化していることがうかがえる。 
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家族構成別にみると，「親と子の二世代」や「親と子と孫の三世代」で，「子ど

もの預かり」や「子育ての相談」の割合が他に比べて高く，今後協力できることは

実際に協力したことと同じ傾向を示しているが，割合は今後協力できることの方が

高くなっている。 

 

 
 

 

65 歳以上の同居人の有無別にみると，いずれも「声かけや安否確認」の割合が

最も高くなっている。 

なお，「65 歳以上の同居人はいない」人は，「子どもの預かり」や「子育ての

相談」の割合が高い。 
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地域で行われている福祉活動のうち，「ふれあいネットワーク活動」の参加状況

別にみると，「声かけや安否確認」，「買い物」，「外出時（通院・行事など）の

同行や送迎」，「電球の取替えなどの軽い作業」については，参加・認知度が高く

なるほど，今後協力できると回答した割合が高くなっている。 

また，「ゴミだし」，「室内の掃除や食事づくり等の家事」，「庭木の手入れや

草取り等の屋外の掃除」，「子育ての相談」は「内容は知っている」と回答した人

の割合が最も高く，今後の協力が期待される。 

一方で，「子どもの預かり」については，参加・認知度が低くなるほど協力意向

が高くなり，他の項目と異なる傾向がみられる。 

また，「参加したことがある」と回答した人は，「参加したことがないが，内容

を知っている」人よりも「買い物」や「外出時（通院・行事など）の同行や送迎」

が10 ポイント以上上回っている。 
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（６）近所の人から協力してほしいこと 
 

 

 

 

 

近所の人から，協力してほしいことについては，「声かけや安否確認」が22.7％

で最も多く，突出している。次いで「子育ての相談」（5.1％），「子どもの預か

り」（4.4％），「庭木の手入れや草取り等の屋外の掃除」（4.1％），「ゴミだし」

（3.9％）などの順となっている。 

なお，「特にない」と答えた人が63.3％と，全体の６割以上を占めている。 

 

 
 

問1 5 ．近所の人から，協力してほしいことがありますか。あてはまるものをすべて選

び，番号に○をつけてください。 
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性別にみると，「買い物」，「室内の掃除や食事づくり等の家事」，「子どもの

預かり」，「子育ての相談」は，女性が男性の割合の約２倍となっている。 

性・年代別にみると，男性，女性ともに30 代では「子どもの預かり」や「子育

ての相談」の割合が高くなっている。男性の50 代はほとんどの項目において低い

割合になっているが，70 歳以上は「声かけや安否確認」と「庭木の手入れや草取

り等の屋外の掃除」の割合が他の年代を大きく上回っている。また，女性の70 歳

以上は「声かけや安否確認」，「電球の取替えなどの軽い作業」の割合が他の年代

を大きく上回っている。 
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家族構成別にみると，「親と子の二世代」は「子どもの預かり」（7.6％）や「子

育ての相談」（8.9％）の割合が他の家族構成に比べて高い。また，「兄弟姉妹の

み」は「庭木の手入れや草取り等の屋外の掃除」（8.7％）や「電球の取替えなど

の軽い作業」（8.7％）が他の家族構成に比べて高くなっている。 

 

 

 

65 歳以上の同居人の有無別にみると，いずれも「声かけや安否確認」の割合が

最も高いものの，「65 歳以上の同居人はいない」人は17.7％にとどまる。「75 歳

以上の人のみがいる」（32.9％），「65～74 歳の人，75 歳以上の人の両方がいる」

（32.8％）は３割を超え，「65～74 歳の人のみがいる」（28.3％）よりやや高く，

後期高齢者が同居人の場合に安否確認の要望は高くなる傾向がうかがえる。一方，

「65 歳以上の同居人はいない」人は「子どもの預かり」と「子育ての相談」の割

合が高くなっている。 
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近所での助け合いの状況について，「近所の人に対して協力したこと（過去１年

間）」，「近所の人から協力してほしいこと」，「近所の人に対して今後協力でき

ること」を比較する。 

まず，「近所の人に対して協力したこと（過去１年間）」と「近所の人から協力

してほしいこと」を比べると，「子育ての相談」以外は「近所の人に対して協力し

たこと」の方が「近所の人から協力してほしいこと」の割合を上回っており，これ

らの項目は現状において近所での助け合いが十分になされているといえる。一方，

「子育ての相談」は僅かではあるものの「近所の人から協力してほしいこと」の方

が上回っており，この項目については近所での助け合いが今以上に求められている

と考えられる。 

次に，「近所の人から協力してほしいこと」と「近所の人に対して今後協力でき

ること」を比べると，いずれの項目も「近所の人に対して今後協力できること」が

「近所の人から協力してほしいこと」の割合を上回っており，将来，近所での助け

合いはより一層充実されることが期待される。 
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